
文
が
多
方
面
に
亙
れ
る
を
以
て
仔
細
に
之
を
み
る
時
ト
各
方
面
の

研
究
上
の
唾
示
を
得
る
事
多
く
、
や
が
て
こ
れ
が
機
影
ε
な
っ
て

今
後
新
研
究
の
績
出
す
べ
き
は
火
を
繋
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る

噛
こ
思
ふ
。
い
さ
さ
か
蕪
蹴
を
つ
ら
ね
て
本
書
の
紹
介
に
代
ふ
。
願

《
は
江
湖
の
諸
士
一
本
を
左
右
に
備
へ
ら
れ
ん
事
を
。
（
刀
江
書
院

獲
行
。
定
償
八
十
）
〔
鴛
淵
〕

　
、
＠
甜
馴
至
要
修
善
地
理
學
論
叢
’

　
我
が
京
都
聖
意
大
嘗
文
墨
部
地
理
璽
教
室
並
び
に
理
墨
部
地
質

・
學
難
物
嬰
教
室
の
創
始
者
ざ
し
て
多
年
學
界
に
貢
献
せ
ら
れ
た
小

川
琢
治
博
士
は
昭
和
五
年
己
巳
、
五
月
二
十
八
臼
、
還
暦
の
壽
を

迎
へ
ら
れ
た
。
因
て
僚
友
門
下
生
相
集
り
、
琴
座
の
賀
會
を
開
き

贈
る
に
三
富
禽
像
ε
記
念
論
文
集
ミ
を
以
て
し
た
が
、
論
文
集
の

零
せ
ら
る
る
に
當
り
、
稿
を
屈
す
る
者
、
限
界
の
樫
威
を
網
羅
す

る
賀
に
五
十
有
五
人
、
科
は
文
・
理
を
分
ち
、
蒐
録
部
を
殊
に
し

各
々
貰
製
を
な
し
馬
繋
や
上
梓
襲
刊
の
蓮
び
に
至
る
．
、

　
本
志
は
即
ち
丈
科
系
統
の
論
文
二
十
六
篇
を
蒐
集
し
た
も
の
で

四
六
倍
判
鯉
千
六
＋
四
頁
の
禁
男
一
巻
頭
に
小
川
博
士
還
暦
の
照

影
を
掲
げ
一
次
に
簿
士
の
著
作
表
（
翠
行
本
、
論
文
、
鰍
文
著
蓮

　
　
　
　
翻
　
　
　
介

目
録
）
を
載
せ
て
み
る
。

　
各
論
文
の
題
目
、
筆
者
及
び
其
内
容
を
簡
盟
に
紹
介
す
れ
ば
、

《
支
那
古
代
の
稻
米
罪
作
考
L
（
附
崎
文
夫
）
支
那
古
代
に
於
け
る
稻

米
の
用
途
－
こ
し
て
飯
用
，
薦
新
の
儀
用
、
飲
用
（
酒
）
、
差
食
用
等

を
沸
け
，
其
玉
作
地
域
を
論
じ
、
西
晋
・
北
魏
に
於
け
る
偽
作
の

問
題
に
及
べ
る
も
の
。
「
入
文
傳
播
に
潤
す
る
一
考
察
」
《
喜
田
貞

吉
博
士
）
過
去
に
於
け
る
文
化
傳
播
の
遅
延
は
閉
し
も
僻
阪
の
地

交
通
不
便
等
の
地
理
的
原
困
の
み
に
依
り
尊
志
す
可
き
に
聾
す
、

古
俗
保
存
等
の
特
殊
塁
壁
に
も
起
因
す
る
こ
ミ
を
京
都
、
奥
名
等

の
例
を
引
い
て
立
蔑
し
て
み
る
。
　
「
古
丈
爾
書
に
塗
す
る
ご
一
の

小
研
究
」
へ
立
田
喜
一
郎
）
経
典
平
文
の
序
録
の
解
繹
、
宋
の
灘
幣

信
が
書
古
文
訓
に
用
ひ
た
隷
嘉
定
倫
書
の
眞
僑
に
關
す
る
考
察
。

「
讃
岐
の
人
口
稠
密
な
る
原
因
の
一
部
に
就
て
」
（
寺
田
貞
次
）
交
遽

路
繍
係
よ
り
文
書
の
嚢
藩
殊
に
佛
敏
の
脇
通
よ
り
民
衆
の
指

導
的
立
楊
に
在
っ
た
高
僧
の
叢
娼
、
又
地
形
の
臨
池
上
よ
の
古
昏

惑
瀧
用
溜
池
の
護
達
等
を
暴
け
、
此
等
地
人
相
㎜
開
の
理
法
よ
り
今

測
の
人
ロ
稠
密
を
將
來
せ
る
も
の
な
り
一
こ
結
ん
で
み
る
。
「
公
羊

疏
作
者
時
代
考
」
（
狩
野
直
喜
博
士
）
十
三
読
響
疏
の
中
で
、
誤
解

　
　
　
　
　
　
　
餓
謝
十
山
ハ
偽
瞭
　
　
第
」
號
　
　
　
∴
囚
囲
九
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ゲ

不
明
の
公
羊
の
楽
章
就
き
興
作
者
の
時
代
を
魑
窮
し
た
も
の
で
、

血
書
は
庸
入
の
作
に
は
相
舞
な
か
ら
う
ミ
も
、
其
杓
に
慧
兆
朝
の

蕪
疏
の
混
入
し
て
み
る
事
は
疑
無
い
が
、
直
に
そ
れ
を
以
て
書
全

部
が
欝
以
前
の
作
噌
こ
噺
黙
す
る
設
億
甚
だ
安
田
を
鋏
く
ミ
論
じ
た

も
の
。
㍗
戚
工
特
阿
附
塘
磯
」
（
濱
田
耕
作
博
士
）
大
駈
十
四
年
の
秋
股

醸
襲
見
、
こ
傳
へ
ら
る
大
器
磐
S
同
時
に
京
大
の
有
に
寵
し
㊧
一
個

の
玉
器
を
瀦
附
け
て
粗
糖
ー
ミ
冨
ひ
、
其
の
戚
ミ
壁
ど
の
結
露
よ
り

生
じ
た
複
合
形
式
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
唐
光
啓
元
年

書
爲
心
葉
・
伊
州
地
誌
残
巻
に
就
い
て
」
（
羽
田
亨
博
士
）
宋
の
初
期

に
閉
鎖
さ
れ
た
鳴
謝
の
石
室
か
ら
獲
掘
せ
る
呼
樋
地
方
に
關
す
る

地
志
の
甲
、
現
に
大
英
簿
物
館
の
所
藏
に
係
る
本
書
を
頻
回
し
來

れ
る
筆
者
が
、
其
原
本
の
艦
裁
を
蓮
べ
、
本
文
の
韓
窮
を
試
み
、

其
重
質
よ
り
本
書
に
題
す
る
に
篇
首
に
掲
ぐ
る
名
目
を
以
て
し
、

其
重
要
な
る
特
徴
を
指
痛
し
た
。
　
「
燐
代
幽
州
漸
稲
魂
域
致
附
三

州
廻
城
孜
」
（
那
波
利
貞
）
「
北
京
郊
堀
地
閻
「
噺
及
び
「
實
測
北
京
杓
外

城
地
職
」
に
準
糠
し
て
築
者
が
強
蛙
の
實
地
踏
査
ミ
諸
記
録
の
旧

館
起
依
の
、
藤
代
の
幽
艶
鎭
城
が
前
癌
國
の
都
心
城
を
踏
襲
し
た

る
雛
を
明
か
に
し
，
興
鑛
域
を
決
定
し
た
る
一
大
鱒
作
で
あ
る
心

　
　
　
　
　
　
魏
十
丞
悠
舞
一
號
　
　
｝
鉱
O

、、

ｳ
和
航
海
記
航
讃
仰
研
究
」
（
藤
掴
元
春
）
京
大
偲
書
館
の
珍
藏
に

係
る
興
奮
の
入
池
田
三
右
衛
門
入
道
薄
蓮
の
著
「
元
和
航
海
認
見
に

載
す
る
長
碕
よ
り
天
川
へ
の
乖
小
前
…
、
、
長
仲
好
よ
の
天
川
（
獲
億
安
南
》

へ
の
業
前
、
天
川
よ
り
侃
本
へ
の
年
前
。
シ
ャ
ム
ラ
ウ
よ
む
の
乗

前
に
就
い
て
、
請
種
の
地
襯
、
海
筍
を
以
て
、
以
上
の
航
路
を
槍

出
し
、
地
名
を
考
湿
し
た
も
の
。
「
元
代
奴
隷
考
」
（
有
高
巖
）
奴
隷

獲
生
の
原
名
ミ
し
て
犯
葬
、
悸
獲
、
拘
測
、
貸
費
、
畢
生
、
投
寡

等
を
於
け
、
奴
隷
の
身
分
を
説
き
、
元
代
に
於
て
、
支
那
で
奴
牌

使
用
の
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
総
藻
募
古
入
が
購
有
の
鞍
懸
を

鍬
入
し
、
色
隠
入
S
共
に
各
地
に
、
蹟
愚
跳
梁
し
て
漢
族
を
虐
待

し
、
幽
趣
の
秩
序
懐
い
に
甦
れ
、
法
制
の
威
力
殆
乍
ご
地
に
墜
も
て

る
た
の
に
黙
る
ε
雷
ふ
。
ら
考
古
學
上
よ
φ
槻
た
る
墨
壷
文
物
の

西
漸
」
（
梅
屋
末
治
）
南
露
、
親
仁
索
地
方
に
髄
見
さ
れ
轟
ろ
鏡
鑑

及
び
玉
無
の
資
料
よ
の
漢
代
文
物
の
酉
漸
を
究
朋
せ
み
も
の
。
「
露

清
關
係
の
研
究
し
（
下
掻
辮
…
佐
）
清
初
か
ら
第
十
九
世
龍
中
葉
に
誕

ろ
約
二
曲
年
間
の
露
清
問
の
外
交
特
に
通
商
翻
係
の
研
究
で
，
露

支
の
接
鰯
、
尼
布
楚
條
約
、
牝
京
條
約
、
恰
克
．
繍
貿
易
、
黒
龍
江

貿
脇
…
、
廣
東
留
ハ
易
を
説
嚢
，
當
時
に
於
け
る
貿
易
状
況
を
描
鷺
…
し

（s150）



て
る
る
へ
）
「
近
世
に
於
け
る
耕
地
荒
野
こ
小
作
陶
・
題
」
（
牧
野
信
之

助
）
泉
州
堺
に
例
を
探
り
、
堺
の
東
郊
ε
布
街
再
造
期
に
於
け
る

農
人
町
，
農
人
町
ミ
塒
準
婚
、
堺
廻
り
諸
村
の
訴
願
く
」
小
作
悶
題

の
砂
腫
、
耕
地
荒
慶
－
こ
手
業
り
地
の
嚢
現
、
小
作
入
の
耕
地
放
棄
－
こ

入
百
姓
の
失
敗
、
手
餓
り
地
の
綾
出
S
地
主
階
緻
の
樹
慰
等
を
論

じ
，
寛
永
鎭
國
業
曝
幕
末
に
棄
ゐ
聞
搭
起
れ
る
耕
・
地
荒
慶
に
俘
ふ

地
主
蟹
小
作
、
地
虫
蜀
領
主
の
総
係
を
縷
蓮
し
、
複
灘
、
深
刻
な
る

小
作
雫
議
を
取
扱
つ
た
も
の
。
「
先
史
學
史
の
一
箇
」
（
小
牧
實
繁
）

ブ
ー
シ
ェ
4
・
ド
・
ペ
ル
ト
の
先
史
累
史
上
に
古
む
べ
き
正
戦
の
位

置
、
師
ち
洪
積
期
に
人
類
の
存
在
せ
る
謹
蝶
を
劇
界
に
示
し
た
偉

大
な
る
努
カ
ミ
第
十
八
世
紀
末
葉
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
畢
士
院
の

頑
魅
傷
莫
國
墨
者
に
依
り
伺
氏
の
説
が
承
認
さ
る
迄
の
経
路
を
詳

細
に
述
べ
て
み
る
。
「
桂
女
の
研
究
」
（
江
馬
道
）
牒
女
は
牒
の
里
に

凝
し
た
元
郷
氏
に
…
撃
っ
て
移
住
せ
る
餅
化
民
の
予
孫
及
び
韓
土
風

俗
に
感
染
せ
る
倭
昆
族
の
子
孫
で
、
不
安
莫
都
後
、
平
地
が
産
所
£

な
り
、
璽
女
難
馬
匹
斡
旋
し
て
勲
功
皇
后
の
敬
重
を
附
探
し
、
里

人
は
陰
陽
争
算
の
業
を
謹
ん
だ
こ
ミ
が
雨
女
を
し
て
其
業
を
受
け

し
め
、
之
も
里
中
の
蕗
家
に
の
み
其
業
が
残
り
、
他
弾
器
拍
子
遊

　
　
　
　
　
翻
　
　
　
介

女
に
類
す
る
者
す
ら
生
じ
、
後
世
は
其
名
義
を
存
す
る
に
血
み
に

至
っ
た
。
「
伊
賀
．
に
於
け
る
聚
落
の
研
究
」
（
村
松
繁
樹
）
地
形
の
概

観
を
述
べ
、
聚
落
の
歴
史
的
嚢
蓬
、
分
布
歌
態
、
型
態
を
詮
明
し

人
鱒
の
分
布
を
見
、
將
來
鴬
断
す
み
考
察
を
論
b
て
動
力
源
の
瓶

養
を
魯
ε
す
る
荒
撫
地
の
擁
相
等
を
求
め
た
。
「
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ

ッ
プ
地
方
の
景
観
」
（
宮
川
善
造
）
シ
ュ
ル
ツ
博
士
の
「
シ
ベ
リ
ヤ
地

誌
」
の
一
節
「
ス
テ
ッ
プ
の
景
鮒
慨
」
に
依
り
、
カ
ス
Y
低
地
及
び
ム

ゴ
ヂ
ヤ
ル
山
地
，
ト
ウ
ル
ガ
イ
当
地
、
キ
ル
ギ
ス
禮
曲
丘
地
の
三

纒
に
分
類
し
て
其
景
観
の
描
出
を
試
む
。
｝
，
「
中
原
著
韻
」
中
の
八

帯
革
字
に
て
爲
さ
れ
た
る
漢
字
音
に
就
い
て
し
（
駕
淵
一
）
事
林
巌

記
巻
十
所
載
「
百
家
姓
」
、
元
朝
諸
袈
糖
類
、
及
び
居
庸
謙
卑
雛
壇

に
見
ゆ
る
八
思
黒
字
漢
字
…
巌
に
關
す
る
研
究
。
　
「
我
が
南
洋
舞
鶴

に
軍
側
る
氣
候
ε
着
衣
問
題
ミ
の
關
係
を
論
ず
」
（
内
田
寛
一
）
綿

衣
者
の
分
謝
及
び
其
善
報
、
若
衣
者
の
少
き
原
質
、
歓
米
人
の
着

，
衣
宣
傳
ミ
土
入
の
伐
抗
並
び
㌍
其
数
果
、
牒
罷
生
活
の
意
義
S
其

堰
來
等
に
就
い
て
、
筆
者
の
賓
地
踏
査
に
基
い
て
論
仁
九
も
の
。

「
葉
市
の
圃
早
言
市
設
就
い
て
」
（
梅
中
秀
作
）
商
業
母
上
の
籍
甚
研

究
に
於
け
る
歳
市
の
撃
茎
姓
、
忍
男
歳
布
の
親
里
及
び
爽
蓬
、
経

　
　
　
　
　
　
　
轄
叩
識
T
轟
ハ
悠
　
　
麓
謝
一
嚇
鼎
　
　
　
一
五
一
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路
並
び
に
其
地
理
的
要
因
を
説
き
，
現
況
を
詳
細
に
論
叢
し
て
み

る
。
「
霜
野
考
」
（
新
村
畠
博
士
〉
礁
耳
に
封
ず
る
支
那
古
來
の
諸

詮
、
語
原
的
解
繹
、
娘
野
馳
の
色
及
び
其
用
途
、
並
び
に
鰍
米
の

東
洋
學
者
が
瑛
耳
に
下
せ
る
諸
種
の
課
語
に
就
い
て
考
期
し
た
も

の
。
「
港
市
ミ
し
て
の
坂
本
」
（
中
村
直
勝
）
瀬
戸
内
海
、
淀
川
、
琵

琶
湖
を
結
ぶ
水
系
の
三
三
文
化
四
達
上
に
及
ぼ
せ
る
重
大
な
る
意

義
ε
坂
本
ミ
の
關
係
、
軍
安
末
期
・
鎌
倉
初
期
の
陶
所
の
設
定
に

件
ふ
閣
銭
の
徴
牧
ミ
之
を
避
け
る
方
便
ミ
し
て
坂
本
港
の
繁
榮
、

延
暦
寺
ミ
坂
本
こ
の
蘭
係
、
儒
長
の
鐵
現
に
依
り
坂
本
な
港
市
よ

り
城
下
町
へ
携
貸
せ
ん
ご
し
た
こ
ミ
等
に
就
い
て
論
じ
て
み
る
9

「
陽
明
蒸
し
（
高
瀬
武
次
郎
博
士
）
一
陽
朔
の
詩
の
解
単
一
「
賀
魏
公
年

譜
」
（
内
藤
魔
次
郎
騒
士
）
買
魏
公
の
年
譜
を
作
製
し
九
も
の
。
「
ペ

ト
ル
ス
・
ア
ピ
ァ
ヌ
ス
の
『
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
イ
ァ
』
最
初
の
諸
版
に

つ
い
て
」
（
小
欝
二
二
）
ペ
ト
ル
ス
。
ア
ピ
ア
ヌ
ス
の
略
傳
ε
學
…
間
卜
…

の
位
置
、
署
査
，
イ
サ
ー
ゴ
ー
グ
矯
デ
ェ
汐
ラ
ー
テ
ィ
オ
し
の
三
明

・
ζ
ヅ
フ
ー
ト
版
の
「
・
ス
夢
ラ
ラ
そ
ア
」
初
版
（
一
五
二
四
年
）

に
証
す
る
地
名
，
地
醒
覚
の
詳
細
な
る
記
載
、
右
の
異
本
三
種
、

次
い
で
出
版
さ
れ
た
諸
種
の
マ
ン
事
ヲ
ー
プ
版
其
他
に
就
い
て
の

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
　
第
戸
幣
聯
　
　
、
一
五
二

比
較
考
謹
で
あ
る
。
「
成
州
地
方
聚
落
の
人
口
地
理
約
考
察
」
h
石

橋
五
郎
博
士
）
行
政
腿
刷
藍
鼠
察
、
自
然
逡
境
の
影
響
、
入
文
事

象
．
、
・
の
鍬
慮
に
就
い
て
論
じ
、
過
去
に
於
て
は
此
地
方
は
人
文
的

影
響
が
聚
落
の
人
口
構
成
上
に
重
大
で
窃
う
た
が
、
稟
議
で
は
寧

ろ
慮
然
的
影
響
に
困
り
其
多
少
が
決
定
さ
る
こ
ミ
を
幾
多
の
例
を

引
き
説
明
し
て
み
る
。

　
以
上
二
十
六
篇
、
限
ら
れ
た
る
紙
鳶
、
吾
人
の
淺
立
泳
才
、
以

て
充
分
な
る
紹
介
を
試
み
る
こ
ミ
の
黒
雲
ぬ
は
甚
だ
遣
憾
ミ
す
る

所
で
あ
る
が
、
何
れ
も
斯
界
の
稜
威
が
小
川
博
士
の
徳
業
を
慕
ひ

欝
せ
ら
れ
弛
る
金
玉
の
名
篇
、
本
書
の
刊
行
は
學
界
を
漉
す
る
こ

ξ
頗
る
甚
大
な
る
を
確
信
し
，
敢
て
世
の
畢
徒
、
讃
書
子
に
薦

も
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
。
（
京
都
弘
文
血
膿
行
、
債
聾
唖
）
〔
太

田
〕
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
㍗
、
．
目
～
、
・
」

　
　
働
満
濃
地
理
歴
青
研
究
報
告
第
十
二
、

　
大
正
十
五
年
九
月
第
十
惣
門
を
掲
し
て
よ
わ
以
來
久
し
く
刊
行

を
見
な
か
つ
光
が
介
馬
出
に
東
宮
二
冊
に
接
す
る
を
得
た
。
牧
む

る
所
四
篇
、
其
一
「
曹
魏
の
東
方
経
略
」
（
池
内
宏
氏
）
は
幽
幽
刺
史

母
丘
倹
の
名
に
依
っ
て
名
高
い
魏
の
高
句
麗
征
伐
の
帝
王
ミ
其
征

（ユ52）


